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ln 1987, we developed the Process Monitor PMX-98 for
constructing

a process operating

and monitoring system utilizing a personal computer and measurlng and control equlpment

such as sequencers, loop controllers, and recorders. PMX198 makes it unnecessary to write
the program for sncb a system. Many systems utilizing PMX-98 are at work in water treat一

凪ent plants, chemical plants, pilot plants, laboratories, buildings and various factories. It has

been enJOylng great popularity among many users for its simplicity of application and low

cost.

Tbis paper shovs some examples of application

ま え が き

産業分野へのパソコンの利用は,今や常識となり各種の

工場で大いに活用されている｡しかしながら,一品料理的

なシステム開発が行われており,ソフトウエアの生産性を

考えたとき大きなネックとなっている｡我々はこの問題に

取り組み,同時に処理スピード, 1)アルタイム性,マルチ

タスク処理といった高度な要求にも応えられるパッケージ

･ソフトとして, PMX-98を開発した｡ PMX-98は計測

･制御分野へのパソコンの利用を容易にし,パソコンの能

力をフルに発揮させ,これまでの同分野へのパソコン利用

の問題点を解決するソフトウェアとして,発売以来ユ-ザ

から高い評価を得ている｡これまでに,納入してきたケー

スとして次のようなものがある｡

(1)エンド･ユーザがソフトウェア単品で購入し,自らシ

ステム構築を行って自社の設備に応用されたケースo

(2)エンジニアリング会社などが購入し,システムを構

築してエンド･ユーザに納入されたケース｡

(3)当社がシステム構築,および特注の追加プログラム

を製作してソフトウェアとして納入したケース｡

(4)当社の製品である水処理プロセスや化学プラントな

どに組み込んで納入したケース｡

などである｡

また応用分野も多岐にわたり,各瞳排水処理プロセス,

上下水処理プロセス,化学プラント,ピル管理,各種パイ

ロット装置, FAシ/ステムなどに応用されている｡

本稿ではPMX-98を簡単に紹介し,そのあとこれらの

中から,今後の応用の参考になるような特長のある応用シ

ステムを紹介する｡

1. PMX-98の紹介

1. 1 PMX-98の概要

PMX-98ほパソコンと市販の計測制御機器(シーケン

サ,調節計,記録計など)から構成されるプロセス運転監

視システムをプログラムレスで構築できるパッケージ･ソ

フトウエアである｡パソコンはNECのPC19800シ′リ-

ズ, FC-9800シ/l)
-ズが使用可能で,挨続される計測制

御機器はRS-232CやRS-422で通信可能なもの,専用

and their
major features.

(各社独自のネットワークなど)のインターフェイス･ボ

-ドを持つ機器,各種Ⅰ/0ボ-ド
(A/D変換, DI/0

ボ-ドなど)などである｡

PMx-98の主な機能として,

(1)イベン十監視

(2)データ収集

(3)グラフィック画面表示

(4)トレンドグラフ表示

(5)メッセージ表示

(6)運転条件の設定操作

(7)レポートファイルの作成

などがある｡そして,これらの機能はプログラムレスで設

定,構築することができ,メニュー形式で入力項目を選択

し,文字データはキ-ボードからFIF(FilllntheForm:

空欄記入)形式で,グラフィック･データはマウスでデー

タの入力が行える｡第1囲むこシステム構築の手順を示すo

最初に接続機器の構成(DI :128点, DO :32点など)

を設定すると,機器構成に合わせたタグ･ l)ストが自動的

に展開される｡このときユ-ザは,ハードウェアの詳細仕 fL/

様やデータ入出力についての詳しい内容を知る必要はな

い.このタグ･リス†にタグ名を登墓表すれは,その他のソ

フトウェ7機能の設定は,全てタグ名のみで行えるo

第1表にPMX-98の機能を,第2表に仕様を示す｡ま

た,第3表には現在標準品として供給可能なハンドラ(揺

続機器とのインターフェイス･プログラム)を示す｡この

中でPMX98-RSはRS-232C汎用ノ＼ンドラで, RS-

232Cインターフェイスを持つ機器であればほとんどの機

器に対応こでき,通信コマンドをデータとして設定すること

で,その機器専用のノ＼ンドラを作成できるものである｡

1. 2 オプシ∃ン

現在,次のようなオプションが用意されている.

1) C言語ライブラリ

PMX-98はフレキシブルな構成のため,ユ-ザが独

自の7プリケージョンを追加したいといった場合にも,

本ライブラリを使用してバックグラウンド･タスク,フ

ォアグラウンド･タスクを, C言語で作成可能である｡

神鋼ファウドラー技報 Vol. 33 No. 1 (1989/3)



第1表 ｢PMX-98+の標準機能

Table 1 Standard function of ”PMX-98”

Event
nor)itor

Date logging

Graphic display

Trerx]
graph

Message display

SettiI】gValues

Alarm, message and status

Print out

Interval drivell type

EveI】t driveI】type

ON/OFF of
digital tags by cbaraclers,

special symbols and their attributes
Display of aI一alqg tags by

I)umerical values arkl bar
graphs

Histori.cat trend graph
Real time trend graph
Bistorical

alarm
Operator message
Guidance Setting

Setting ON/OFF of digital tags

Setting.upper or lower limits of

analog lllput tags

Settirlg upper Or lower limits of
a王1alog outptユt tags

Setting initial values of timers
or counters

Setting set values arKl upper or lower
limits

of
loop

cor)trollers
Output

of report files ; Output
of daily reports to files

: or a printer

し

(

Start

Set utilit〉,software dri＼･,e

Ⅰ叩ut eqLllpmellt's constructions

ⅠIlpLlttag TlallleS

hll)ut e＼,ellt

co】lditio11S

rllput 01)erこItりr-s

messages

lnptlt data

logglTlg para111eterS

rnl)tlttrelld

parallleterS

Input

report forrllatS

Dra＼＼,static
SCreellS

StュtdvTlamic

disp】a)ナt;1gS

1)ビ[iue settlng ＼'alしlビSCreeIIS

Defille function ke)-s

Set direct叩- Path

′1'estalld debし1g

End

第1園 システム構築手順
Fig. 1 Flow of building up systems

これにより,プログラム制御,銘柄管理などのアプリケ

-ション･ソフトの作成が可能である.

2)演算ハンドラ

演算ノ､ンドラは,パソコン内に仮想の内部演算器を設

けることにより,上･下限演算,演算制御などを行うよ

うにするものである｡演算式はC言語の記述によって簡

単に定義ができ,定義された演算式はCソースジェネレ

ータによりCソ-スプログラムに変換作成され,コンパ

イル,リンク後,演算ハンドラが作成される｡ユーザは

これらの演算結果も,タグ名でのアクセスができる｡

第2表 ｢PMX-98+の仕篠

Table 2 SpecificatioI】 Of "PMX-98”

G)nnected
equipment

Tag

Ever】t

Data loggillg COr】ditior】
Data loggir)gtag
TrerKl

graph

Trend
graph pel一

Graphic display

Tag for dyr)amic display

Message

Gu idarlCe

Setting values
Tag for settlr】g

Output of report file

Max 4

Max 1024

Ma∋こ512

Inter∇al type alld evellt type

Max 60/type
Max 16 screeJ)S/type
(Historical arKI real timetype)
Max 6

peIIS/screen
Max 128 screens

Max 64
points/screer】

Max 512

Max 256

Max 16 screeI一S

Max 8
poilltS/screen

Max 16 files

第3 表 PMX-98用標準ハンドラ

Table 3 Starxlard haIXllers for "PMX-98=

PMX98
-MI

PMX98-01

PMX98-YI

PMX98-CI

PMX98-RS

for MELSEC-A series

for SYSMAC-C series

for YOKOGAWA I寸ybrid recorder (3081, 4081)
for CHINO-SK series

for various equipment with
RS-232C ilユterface

3)上位通信機能

ホストコンピュータからのデ-タの要求に対して応答

する機能で,インターフェースはRS-232Cを使用す

る｡ホス†側から要求できるデ-タは,

(1)タグ登録されている全データ

(2)ロギングフ7イルに収められているデ-タの,指定

日時から指定長さ分のデ-メ

の二種類である｡

1. 3 PMX-9Sの特長

概要説明の最後にPMX-98の特長を掲げておく｡

(1)経済性の高いシステムが容易に短期間で構築でき

る｡

(2)新設,既設のあらゆるプロセスに幅広く応用できる｡

(3)リアルタイム･マルチタスクOSの採用により,高

速,高機能である｡

(4) MS-DOSのファイル構造を持つので,市販ソフ

Tlからデ-タを利用できる｡

(5)ユ-ザ作成プログラムを同時に走らせることができ

る｡

(6)市販されている計測制御機器が広く接続利用でき

る｡

2. PMXT98応用事例の紹介

次にPMX198を利用したシステムの事例をいくつか紹

介する｡

2. 1 ABCシステム運転監視システム

本システムは当社の嫌気性水処理設備である｢ABCシ′

ステム+に, PMX-98を応用した事例である｡

2. 1. 1概要と特長

第2図に機器構成図を示す｡パソコンにはNECのFC

-9801Ⅹ,計測制御機器としてチノー製SKシリ-ズを使

用している｡通信回線はRS-232Cが使用されている｡ S

Kのユニットとしては,調節計6ユニット,アナログ4点
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第2国 ABC運転･監視システム

Fig. 2 ABC operatillg and

mor】itorlllg System

入力2ユニット,ディジタル12点入力4ユニットが使用さ

れている.本システムでは演算ノ､ンドラを使用しており,

運転管理に必要なTOD負荷量,除去率,ガス発生量など

の運転指標を各センサからのアナログ･デ-タをもとに計

算し,画面表示やデータ収集を行うとともに,日報として

出力することができるようになっている｡また,設計条

件,機器仕様などのドキュメントがファイル化されてお

り,キー操作によっていつでも画面に表示できるようにな

っている｡

2. 1. 2 演算ハンドラの活用

演算ノ､ンドラの一つの演算ユニットは最大五偶の入力タ

グから一個の出力タグを生成できる｡設定により,演算結

果を自動的に出力することもできるので,演算制御や警報

出力も可能である｡可能な演算には次のようなものがあ

る｡

(1) C言語で定義されている四則演算および算術関数

(2)上限,下限演算｡結果はディジタ/レ･タグvLなる｡

(3) PMX-98で定義されている関数(積算値,微分値,

平均値,各種補正など)

また,出力タグは他の演算ユニットの入力タグとして使用

することもできるので,複椎な演算にも対応可能である｡

本システムでは,この演算ノ＼ンドラを使用して, TOD

負荷量, TOD除去率などの水処理における指標や,嫌気

性l)アクタのガス発生量などを計算している｡また,これ

らの値の上下限値を判定する演算ユニットも定義されてお

り,この結果がイベン†として設定されている.上･下限

値は初期値を設定しておけるが,オンラインでは設定操作

画面にて変更が可能である.演算結果はタグ名で参照でき

るので,グラフィック表示を行ったり,レポーTl･フ7イ

ルに書き込んだりが簡単に行える｡

2. 2 パイロット装置用データ収集システム

本システムほあるパイロッTl装置の運転監視を行うとと

もに,各種アナログ･データを収集し,実験デ-タの整理

をOA化したシステムである｡

2. 2. 1概要と特長

第3図に機器構成図を示す.ここでは,パイロット用で

あるということで,パソコンにはPC-9801VXを使用し

ている｡また,計測制御機器として,シーケンサに三菱電

機製MELSEC･Aシ′l)-ズ,アナログ･データの収集用

として,横河電機襲望のハイブリッド･レコーダ4081を使用

している｡また, RS-232Cポートを二つ使用するため拡

張用のインターフェイス･ボード(ベ/i,コーポレイション

製マルチサーバチャンネ/レー2)を追加し,ノ＼ンドラ もそ

れぞれのものを登載している｡ PMX-98は標準の機能の

みを使用しているが,レポート･ファイルを"Microsoft

MELSEC

A-Series

圏
EEEB]

D⊂:コ

PC-9801 ＼･r三

Eュl)allSioll

I)()ar°

RS-232C

ロロ⊂コ∪

i

Fll

Rec()rdel･

4081

I)il()t
plallt

第3図 パイロット運転･デー

タ収集s/ステム
Fig. 3 Pilot

plant operating

ar】ddata loggl□g

system

Multiplan”に読み込ませ,データの整理を行っている｡

2. 2. 2 レポ-ト･ファイルの=Multiplan”での利用

レポート･ファイルは指定期間の設定時間ごとのロギン

グ･デ-メ,その中での最大･最小値,平均値,合計が各

項目ごとに出力される｡これらは,コンマ区切りのテキ

スト･ファイ/レとして出力されるので, "Multiplan”や

‥Lotus 1-2-3‥などでそのまま読み込むことが可能である｡

本パイロッ†装置は連続プロセスであるので,毎日レポ

ーTt ･ファイ/レを作成して,それらを``Multiplan''に取

り込み,実験期間中のまとめを作成したり,さらにはグラ

フ作成ソフトの‥Microsoft Chart”でデ-グをグラフ化

したりしている｡

2. 3 電話回線利用空調設備管理システム

本システムは複数の遠隔地にある,ある種のピ/レで使用

されている空調設備のデータを,公衆電話回線を利用して

収集し管理に利用するためのシステムである｡

2. 3. 1概要と特長

第4図忙機器構成図を示す｡ホスト･コンビュ-グとし

てPC-9801VX,ホスT-偲一台,各ビル側二台のモデム

(JUST-PC方式),ビル側の機器として専用機(制御とデ

-グ･ログ機能を持つ)とデータ･ロガ-で構成されてい
る｡

本システムはPMX-98を利用した特殊システムで,ど

ルを選択するとユーティリティ･ソフトで設定されたデー

タベース･フ7イルが入れ換えられ,そのビル用のシステ

ムが起動するようになっている｡また,動作モードにもつ

ぎのような複数のモードがある｡

1)各ビルと一日に一回自動的に接続し,二台の機器から

一日のロギング･データを吸い上げてロギング･ファイ

ルに書き込む｡接続は自動的ケこ切り替えられて設定され

たすベてのピルのデータを取り込む｡ホスT･側のロギン

グ･ファイルはピルごとに異なるファイルにロギングさ

れる｡

2)あるピルを選択すると自動的に接続され,現在時刻ま

でのデータを入力し, I.レンド･ダラ7の作成,レポー

†
･ファイルの作成が行える｡

3)鼓続した状態でl)アルタイムにPMX-98の標準機能

を使用できる｡

2. 3. 2 電話回線の利用

本システムでは公衆回線を使用し, JUST-PC方式のモ

Jβ 神鋼ファウドラー技報 Vol. 33 No. 1 (1989/3)
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Telephone circし1it
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し
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第4囲 電話回線利用空調設備管理システム

Fig･ 4 Supervising systern･ for air cozlditior]ir)g systems of

buildillgS by the use

､of
a

telephone circuit

デム(NEC製MEDIASTAR ll)で,遠隔地のビルとホ

スT. ･コンビュ-タを結んでいるo 回線の接続は一度に一

つのビルだけであるから,通常は接続されていない他のビ

ルとの1)ア/レタイムなデータ入出力は行えない｡リアルタ

イムな処理も行いたい場合は,専用回線を使用して常時接

続された状態で使用しなけれはならない｡ここでは,その

必要がないので公衆回線を使用し,必要な時のみ接続して

いる｡データとしては各種のアナログ値やアラ-ム発生の

履歴を収集している｡

2. 3. 3 対象システムの切り替え

管理の対象となるビルは最大三十としているが,これら

はユーティリティ･ソフ†で作成される通常のデータベー

ス･ファイルを,それぞれのビルごとに作成し,それらを

入れ換えることで切り替えられる｡切り替えるときには,

同時に接続機器も切り替えるわけである｡ただし,この方

式は接続が切れたときにはリアルタイムな処理を行うこと

ができないので,アラームの通知などには向かない｡デー

タの収集,管理,遠隔操作などを行うようなシステムに向

いた方法である｡

このシステムは,対象を小規模な下水処理設備として応

用することもできるし,またローカル側の機器としてもパ

ソコン十PMX-98を使用するなど,他にもいろいろな応

用が利くだろう｡

2. 4 データ伝送装置利用異常監視システム

本システムは工場内に散在しているユーティl)ティ設備

(排水処理設備,ボイラ設備など)の異常警報を,データ

伝送装置を利用して集中監視するシステムであるo

2. 4. 1概要と特長

第5図に機器構成図を示す｡パソコンはFC-9801Ⅹを,

デジタル入力装置としでエム･システム技研製デ-グムを

各設備に使用し,パソコンとデ-ダム間はRS-232C,デ

Relay
board

Ej Ej

Bし1ZZer

DATA
-
n･Ⅰ

団

FC･9801Ⅹ

RS-422

TVater

I rea trI一e llt

racility

Boiler

RAM-disk

r(S1232C

Water

I rea一
Iヽ1ellt

faciljt)-

第5図

警報集中監視システム

Fig. 5

Cerltralized
alarm

mor)itorir)g system

-グム同志はRS-422で接続されている.また,アラーム

の発生を知らせるためコンテック製リレー･ボード(AC

0/DCO-8 (98))を使用し,ブザーを接続している｡ア

ラームが発生するとブザーが鳴ると同時に,プリンタにメ

ッセージと発生日時が出力される｡また,本システムはア

ナログ･データの処理がなく,メモリに余裕があるので,

RAM･ディスクを使用している｡これによりプリンタ出

力用のスプール･ファイルの作成や,画面の切り替えが非

常に高速に行えるo

2. 4. 2 複数設備の集中監視

工場内の散在した設備を集中監視したい場合,長い距離

の通信が必要になるo このような場合にはRS-232Cでは

無理(15mまで)なので, RS-422または光ファイバなど

を使用することになるo近年,シーケンサが安価になって

いるので,デジタル信号を伝送するだけならシ-ケンサを

用いた方がいいが,デ-グムには多重伝送の機能があるの

で,このメ1)ッ十を生かせる場合(例えば,既設の多重伝

送システムのリプレースなど)にはこれを用い,さらにそ

こにPMX-98をつなぎ込むことで,機能アップがはかれ

る｡

このシステムではデジタル入力だけであるが,データム

のユニットにはアナログ入出力もあるので,データ･ロガ

ーなどの機能を持たせることもできる｡
2. 5 ネットワーク利用バッチプロセス運転監視システム

本システムは,あるバッチ式化学プランTlの運転監視を

行うもので,ネットワークを利用している｡ネットワ-ク

上には,二台のパソコンと二台のシーケンサが接続されて

いる｡

2. 5. 1概要と特長

第6園に機器構成図を示す｡パソコンはFC-9801Vが

二台,シーケンサはOMRON製C11000Hと C-500が,

それぞれSYSNETにて接続されている｡シ/-ケンサは一

台は仕込と反応,もう一台はデリバリ用である｡パソコン

は一台は計装宝に,もう一台は現場に設置されており,ソ

フ†的には全く同一である｡このシステムでは,製造銘柄

の変更に対応するために,シーケンスを変更する場合はオ

フラインで他の7oログラムを利用して,シーケンサのプロ

グラムをダウンロードしている.また,シーケンスまで変

更しなくとも,タイマ値やカウンタ値の変更のみでよい場

合については,ユーザがC言語ライブラリを利用して作成

したフォアグラウンド･タスクで,設定値をダウンロード
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している｡

2. 5. 2 ネッヤワークの利用

この事例でほ二台のパソコンが全く同一の働きをしてお

り,単に異なる場所から挟作が行えるというだけである｡

しかし使い方としては,これとは違った使い方も考えられ

るだろう｡例えば,二台を並べて一台は警報専用,もう一

台はそのほかの機能というふうに異なる機能をもたせ,一

台VL_かかる負荷を軽減してやり,よりパフォーマンスを上

げることもできるだろう｡

ネットワークを介してホスTl･コンピュータに鼓続しト

ータルなシステムを構築することもできるので,将来のグ

レ-ド･アップを考慮した使い方が期待できるシステムで

ある｡

3. PMX-98活用方法の紹介
ここでは, PMX-98の標準機能だけでは機能不足であ

る,という場合にどうすれはよいかについて述べる｡

3. 1 C言語ライブラリの利用

接続機器とのプロセス･デ-グ入出力をユ-ザ･プログ

ラムで行うため,プログラム･インターフェイス用のライ

ブラリ(サブプログラム)が用意されている｡本ライブラ

リは=Lattice C VER J4.0”用のライブラリである｡

このライブラl)を用いて,制御の各パラメーク設定値を

接続機器ヘダウンロードするプログラムを作成し,プログ

ラム制御や,多品種少量生産における銘柄管理などを行う

こともできる｡ライブラリにほ,フォアグラウンドタスク

用とバックグラウンドタスク用があるので, l)アルタイム

処理のアプリケーションも,マン･マシン･インターフェ

イスも作成できる｡

また,本ライブラリにはリアルタイム･マルチタスク･

OSのファンクション･コール関数や,コンソー/レ･コン

I.ロール関数,グラフィック関数などが含まれている.

3. 2 上位通信パッケージの利用

ホストコンビュ-タからのデータの要求に対して応答す

る機能で,インターフェイスはRS-232Cを使用するo ホ

ス†側から要求できるデータは,

(1)タグ登墓表されている全デ-メ

(2)ロギング･ファイルに収められているデータの,指

定日時から指定長さ分のデータ

である｡

これにより, PMX-98のさらに上位の管理が行えるの

で,トーク)i,･ s/ステムの構築が可能になる｡

3. 3 汎用ハンドラの利用

RS-232Cインターフェイスを持つ計測制御機器と接続

するためのインターフェイス･プログラムである｡データ

の設定により,その機器専用のハンドラを生成できる｡

計測制御機器の通信プロトコルは通常,スタート･コー

ド,送信テキス†,チェック･サム,エンド･コードなど

から成るコマンドを送信すると,同じくスターTl･コ-

ド,データ･テキスT.,チェック･サム,エンド･コード

などから成る返送データが返されてくるというタイプにな

っている｡本/､ンドラはこのような通信ブローコルを持つ
計測制御機器であれば,利用可能である｡

また,相手の機器がまとまったデータを一回の通信で送

ることができる場合は,そのことを設定しておくと通信の

効率を上げることができるようになっているo

3. 4 演算ハンドラ

演算ハンドラについては何度も触れてきたが,ここで使

用方法をまとめておく｡

1)アナログ値を入力タグとして,上･下限値の判定を行

う｡このとき結果はデジタル値となる｡

2)最大五個までのアナログ値を入力タグとして,算術演

算, C言語標準ライブラリ関数による演算, PMX-98

で定義されている関数(微分値,積分値,平均値など)

による演算を行い,結果を出力する｡

これらは演算のインターバルを設定すると,常時そのイ

ンターバルで演算が行われ結果を保持しており,設定しな

かった場合は,データの要求があったときのみ演算を行

う｡また,これらの演算結果を自動的に指定のタグへ(ル

ープ･コンT-ロ-ラの設定値などへ)出力するように指定

することもできる｡したがって,演算インタ-パルを設定

し,出力タグを指定しておくと,一定時間毎の演算制御も

可能である｡

このオブs/ヨンを利用するには,"Lattice C VERJ4.0''

が必要である｡

む す ぴ

PMX-98は,もともとプロセス分野での使用を目的と

して設計されているが,他の分野であっても接続器の種類

やパソコンの使われ方は共通した部分が多いので,既に紹

介したようにさまざまな分野で使用されている｡ここで紹

介した事例以外にも,ミニコンと接続してグラフィック･

グーミナ)I,として使用した例もあり,ユーザのアイデアに

よりさらにユニークな使用方法も現われるだろう｡

これまでに納めさせていただいたユーザから,いろいろ

なご意見,ご要望をいただいており,それらを参考にして

さらに優れたパッケージ･ソフトにすべく努力していきた

い｡また,進歩の速い--ドゥェア,ソフトウェアにも順

次対応し,その時点で利用可能なソフト, --ドの最高の

パフォーマンスを引き出して,提供するつもりである｡

(注記)

･ MS･DOS, MultiplaⅠ一, Microsoft Chart は米国マイクロソフト

社の登録商標である｡
･ Lotusl l･2･3は米国ロータス社の登録商標である｡

J2 神鋼ファウドラー技報 Vol. S3 No. 1 (1989/3)


